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は じ め に

芸術科4教科による合同授業という形で52年度から始められた本研究も，当初の想定やねらい

についてほ種々の事柄について成果や問題点がはゞ明らかになってきた。未解決の部分もいくつ

か残しているが，その部分は主として他教科との関連にかゝぁることで，早急には発展が望みに

くい。そんなことからも昨年ほ方向をやゝ変えて，芸術科，各教官の同一テーマによる「研究論

文」という形にしたわけだが，本年も未解決な部分についてほ取り敢えず手を触れずに昨年を踏

襲した形をとった。尚，本年は技術科にも加わっていたゞいて五教科で行うこととなった。1学

期中からの検討でほ，以前の生徒を巻き込んでの研究に傾きかけたが，もう一度「研究論文」と

いう形を続けるべきとの意見が強く，この形を続けることとなったのである。そこで本年のテー

マの設定だが，各種テーマが考えられ，芸術創作活動に於ける素材発見のむずかしさが話題にの

ぼり，素材発見について，又その模索の手だてについて話し合われた。そして「表現活動に於け

る素材の模索」というテーマに決定した。このテーマほ，いざ取り組んでみると実に広大で，芸

術科各教科の教育にあって実際面での根幹をなすものであり，大変なテ｝マに取り組んでしまっ

たものだというのが偽らざる感想である。従ってそこにほ紙数の関係もあるが，欠落や独善とい

った面も多分にあると思う。そのような点についてほ是非御指導。御教示いただければ辛いであ

る。

～
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表現活動における素材の模索

音楽科 遠 藤 正 之

中等学校教育での音楽を考える時，音楽性のある基礎能力を積み重ねるうちに如何に創造性を

養うかということが基容となる。そのた鋤こ常に深く配慮を要することほ，生徒達に，準備され

たどのような教材を，いついかなる時に，どの様に展開していくかということであろう。従って，

教材を選択し，あるいぼ指導法を考える時，その内在する素材を充分吟味申検討しておかなけれ

はならないことほ論を待たない。いかに素晴らしい素材であり，指導法であっても，学習課程に

合わなけれぼ効果をあげることほ難しくなる。そのためにほ素材の吟味とそれに相まった展開の

し方。時期等が重要なポイソトとなる。さて，ここで「素材」という語ほ何を指すかだが，広く

取って，音楽を形成する諸要素ということになろうか。このレポートでほ，それらの幾つかにつ

いて表現活動との関連について考えてみたい。表現活動という領域としてほ（むソルフエージ，

④演奏，④作曲という面について順次考察してみたいと思う。

①「ソルフエージ」‥‥‥「ソルフエージとほ」と問われても，とっさにほ明確な返答をしにくい

ものだが，いわゆる音楽全般の基礎訓練であり，広範囲で多元的な教育である。その中では特に

実際上，読譜力◎聴力が特筆される。とかく基礎訓練と言えば，いたって音楽性のない機械的な

作業と考えられがちである。従って問題点ほソルフェ…ジの内容と取扱い方になる。端的に言えば

自身の内に葉音を作っていくことであり，そこには創造性があることが大切であるが，たゞしそれ

ほ感情で処理しないで，どこまでもその問題点を知的に理解し，そして感覚で訓練するものである。

一昔一昔を認知し実音の流れに従ってフレーズを感得し，そして構成される進行の合理性，そこ

に生まれる莫を身をもって受取める訓練と理解が必要である。音楽性ほまずフレーズとフレ叩ズ

の関係から生まれると言えるのではないだろうか。音楽ほ一昔でほ成り立たない。通常音楽の最

小の単位と言われる動磯の集合からフレーズが生まれ，フレーズとフレーズの関係を知ることが

音楽性の導入となる。ソルフェ叫ジに於いても，この音の流れを基本として訓練することが非常

に大切なことである。出来得れば芸術性があり，学生の基礎訓練に適した教材が望まれるが，現

時点でほはとんど見あたらない。せめてr】親しみを覚える」ような教材が欲しいものである。

④「演奏」‥…・演奏とほ書かれた楽譜からの追創造である。つまり楽譜からその内容を読みとり，

その結果として自己の内に起きるものを声や楽器を使用して表出せしめるわけである。従って，

そこに用意される素材ほ十分な音楽性を備えたものでなければならない。しかしその素材ほ，又

生徒達の演奏能力や解釈にも合致するものであることも必要である。指導にあたってほ⑦単なる

楽譜の実音化に終らないこと，㊥あまりに専門的訓練に陥らないこと，という2点ほ留意すべき

事柄である。⑦についてほ，如何にきれいに整いそつなくまとまった演奏ができるかということ
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よりも，能力に応じ1人1人が真に生き生きと心からの演奏が出来るようにし向けるべきである。

訓練ほいき届いているが，いかにも生気のない演奏に時々出会う。そこにほ訓練の成果ほあって

も演奏による創造のよろこび，すなわち内なるものの解放ほ非常に希薄でしかないだろう。生徒

の能力差が非常に大きいのが教室での現実だが，それぞれの能力なりに感応しうる最高を目ざす

べきで，決して全体としての立派な演奏が最高目標でほないと考える。㊥については，まず専門

家教育でほないということである。そうほいっても技術的。精神的向上をなおざりにしてほ，よ

り深い内容まで肉迫できない。技術なくしてほ演奏面での作品の本質へのアプローチほできない

のほ明白である。特に歌うという行為ほ身体に直接結びついた活動であり，又音楽の基本でもあ

るから，声が常に正しい方向で出されていくように仕向けることほ，他の演奏よりもより多く指

導に留意をせねばならないことである。声の正しい方向，つまりより良い発声と音楽のより深い

感応ほ，身体的に直接的な結びつきを持っている部分が非常に多いからである。であるから声を

正しい方向に導いた場合の効果ほ身体的であるが故に直接的で大きい。従って素材として考える

なら音楽性についてほ勿論だが，より声楽的で声の操作がし易いものをまず考えるべきでほなか

ろうか。器楽についてほ楽器を考える場合，演奏技術の習得，楽器の持つ音楽性が考えられなけ

ればならない。技術習得のむずかしいものや簡易楽器ほ扱いを慎重にする必要がある。単純な音

を出すにも苦労するようなものでは，その素晴らしさを味わうことなく放棄したくなるし，簡易

楽器の場合はその音楽性についてほほなほだ疑問のものが多く，使用を誤まれば，かえって粗雑

な感覚を育ててしまう恐れがある。それらの点を考慮に入れて考えてみると，リコーダーという

楽器ほ元来がバロックのオリジナルな楽器だということや，奏法が簡単だという点，2種頸の指

使いを覚えることにより多くの同額の楽器での合奏が可能である点等考え合わせると，学校教育

の器楽にほうってつけの楽器であると思われる。

④「創作」……演奏が作曲者の意図を読みとる追創造という行為であるのに対し，作曲ほ自らの

イメージを音として定着させ生まれ出でしめる行為で，無から作り出すということに於いてほ創

造ということになろうか。しかし生徒達が作曲をした場合に，それが真の意味で創造と言えるの

かどうかである。創造ということを判断する場合，何を追求したかということ，意図されたもの

ほどの程度に達成されたかということ。意図されたものほどれだけ意図するに低いしたかという

点が問題となろう。たとえば，ある生徒がひとつの旋律を作ったとしても，恐らくそれほ深い洞

察からでほなく，今までの自然的な経験の多くのごちゃまぜになったものが出て来たにすぎない

場合が多い。一般的にほ生徒達ほまだこのような審判に対する段階には至っていないとみるべき

であろう。ここでほ彼等に多くの音楽とその音楽の形式を，整理した形で素材として展開し，それ

等の曲の持つ音楽の諸要素について深く心に蓄えさせることが必要になる。そして，それ等の諸

形式を借りて曲を作ってみる。つまり模倣してみるのである。模倣というと一見規則にしぼられ

るかにみえるが，作ってみることにより，おぼろげながら形式の意味を理解することができる。こ

のことをすゝめることにより，生徒達の中に次第に蓄えられていったものが形式を借りて表出し，

素朴でほあるが形式と内容が一致することとなる。ここまで来るとその形式はその生徒のものと
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なったということになり，別の言葉を借りれば「語法」を待ったということになる。このことは

単に創作という分野のみに止まらず演奏にも又鑑賞にも大きな意味を持つ。元来，演奏。鑑賞。

創作は相互に深い関係を持ち，本来切り離してほ論じられないものである。ある楽曲にとって形

式と内容ほ，その曲が優れていればいるはど不可分となっているものである。形式ほ内容を語る

時に自然に具える外形であるから，形式をおゝよそのみこめると音楽の大体を理解したことにな

る。従って形式の理解を考えることほ音楽の全般にとって非常に重要で欠くべからざる要素と考

えられる。

以上，ほなほだまとまりの欠けるレポートであるが，今までの教職経験にもとずいて考察して

みた結果である。多分に思いちがいや独善があるのでほないかと思うが，その点に関してほ，お

叱りと御教示を願う次第である。

最後に，今まで考察してきた諸点についても，又鑑賞という点についてもそうであるが，小。

中。高と一貫した展開が，具体的な教材として科学的に研究され，真に芸術理解に向かわしめる

形で展示されていないことに常に疑問をいだいていること，又そのような教材を求めていること

を告白する。このことは，はんの一部分のことについてほ別にしても，現場の一教師の工夫のみ

で良く為し得るところのものでほないと思うがどうであろうか。そのような教材が準備されてい

れば，より効率的で確かな効果のある授業が約束され，生徒達により深い音楽創造の経験を可能

にできると考えるものである。
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表現活動における素材の模索

糞術科 白 木 博

当然の事ながら，あらゆる造形活動において，イメージを造形化する作業ほ，常に必然的に存

在している0生徒（この場合ほ高校生）が輿えられたテーマに応じて，イメージを模索し，発想

を定着していく過程において，それをより効果的に展開する方途をさぐるのが，本レポートの主

な目的である。

芸術教科にとって，イメージづくりほ根元的な問題といえるが，しかし，それを重視するの余

り，これを神秘的。観念的に考え過ぎ，人間の発想を全く天与のものと考える教師が以外に多い。

これほ大変なあやまりと言わねばならない。よく中学生。高校生の作品の中に，素略しいイマジ

ネイショソを発見することがあるが，これもつきつめて問い正してみると，そのはとんどが他の

作品からのアレンジであったりなどして，がっかりすることがある。

考えて見れば，専門の芸術家が一生掛って追求するような重要な要素を，一学生が，かんたん

に発想しうるものでないのほ当然である。

イメージを築き上げるということほ，今迄現実にあるものを，知覚した上に成立つ種輝のもの

であることを，まずほじめに銘記すべきであろう。これを別の言葉でいえば，現実の認識の上に

成立つのがイメージであって，何か変ったこと，突飛なことをすれば，それがイメージ現出につ

ながっていくと考えるのほ，イメージに対する認識の欠如といわねはならない。

一般論としていえば，学生達ほ，イメージをやすやすとして現出させる程，現実に対する認識

をまだ持っていない段階と見るべきである。もし，彼等をして，イメージ現出を促したいならば，

五感を最高度に働かせて，万象すべてのものに向わしめることこそ，その答のすべてである。そ

の場合の最も有効な手段ほ，テーマにまつわる法則性。構成。形態。色彩。空間等々の事象を，

心に深く蓄潰することであり，それらの蓄積の結果があってこそ，それほイメージ化の根元につ

ながるものなのである。

よく，或種のインスビレーショソに期待をかけたり，又，一つの衝撃をイメージ発想の触発物

と思い込む向きもあるが，それとても，インスビレーショソの根元，衝撃のもとほ一体何であろ

うか，それは人間が五感によって知覚し得たものにほかならないのほ明らかである。

テーマによって，生徒達の頭に，次々と知覚したものが深く積み重なっていき，それらが果て

しなく頭脳中に拡散していった時，表現という作業によって，頭脳からはとばしるように手技を

通じ，一つの形を造形していくのである。

この過程を考えるとき，イメージづくりの最も短距離な道ほ，物事を深く認識する手段にはか

ならないということが分ると思う。
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それならば，物事を認識していくという手段にほ，どのような方途があるのであろうか。

教師によって与えられたテーマに応じて，一体生徒達ほまず，何を為すべきであろうか。

最初に，そのテーマに応じた対象を想像し，あるいほ眺めるという過程をふまないわけにほい

かない。目の前にある場合ほその対象を眺め，目の前にない場合ほそれを想像してそれに肉迫す

ることが，その第一段階である。さて，その前提として，その対象に対する認識という問題が当

然生まれて来るほずである。

科学的な認識のし方とちがい，柔術における認識ほ，あくまで視覚を中心とする感覚的認識の

ことである。（特にヨーロッパ絵画の発展の歴史ほ，対象に対する認識の過程，それ自体が中心

であるといって過言でほない。）つまりほ，たとえ技術的な手腕を含むにしろ，その対象に対す

る作者の認識の度合こそ，作品の優劣の度合にかゝわるであろうともいえる。例えば，レオナル

ド。ダ◎ダイソチほ対象に対する認識の度合が，ほるかに当時の非凡な画家以上である所から，

あのような傑作が措けたともいえよう。テーマが与えられ，それにつながるあらゆる事物の¶一つ

一つに対し，視覚ほもとより，他のすべての感覚を動員してそのものを深く知覚しつゝ，それら

の組合せによって，目的とするテーマにより深く近づけて行く時，それほイメージとなって頭に

定着することになるだろう。

その場合教師の立場としてほ，そのテーマにまつわる物語◎事例。関連資料や，前年度生徒の

作品にいたるまで，あらゆるテーマに関するホットニュースを，あらいぎらい生徒に示すべきで

ある。しかし，教師の中にほ，あまり作例などを生徒に示すと，生徒の創造性を損なう恐れがあ

るから，なるべくそれほ行ほない方がよいとの意見が根づよくある。だが，これほ創造性に対す

る思いちがいといわねばならない。

この年令の作品にあってほ，すべてが創造性に満ち満ちている作品などまずないし，又，あっ

たとすれば，それほ例外といえよう。ピカソといえども，その初期の作品でほ，P】トレックの

影響があり，ギリシアの壷絵の影響を逃れることほできないし，ゴッホにしても，ミレー◎コロ

ーの影響が目に見えて明らかである。むしろ，影響を阻曝し，それを乗り超えてこそ，ほじめて

そこに創造性が芽生えてくるものであって，ましてや，高校生の作品の中に純粋な創造性を見い

出すことほ，それを求めること自体に問題があるといえよう。人間自体の成長を考えて見ても，

言語にせよ，趣味性にせよ，又，種々の好みにしても，これらほすべて家庭や社会等にその範を

得ている事情を知れば，模倣こそ，あらゆる創造の源泉であるという事が理解できよう。しかも，

幼稚園児や小学校生徒のような低学年の生徒とちがい，高校生ともなれば，参考の事例そのもの

を模倣することはまずないし，多くほ事例のアレンジを試みているのに過ぎない。そして，その

アレンジの中に，創造の萌芽を知覚することができるのである。

創造性について少し深入りしたが，その前段階であるイメージづくりにしても，全く同じであ

って，参考事例があってこそ，その中から生徒達はイマジネイションの匂いを嗅ぎ取り，五感を

合せて一丸と為して，イメージづくりに駆り立てられるのである。しかし，そのイメージほ，果

して造形にまで展開しうる代物であるかどうか，こゝで種々の構想を頭の中で組み立て，又ほこ
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わしたりしながら，このイメ叫ジで果して造形にまで進めてよいものかどうかを考える段階にな

ってくる。このプロセス時における教師の役割りほ非常に大切である。

そのイメージは，そのまゝ造形に持っていっても成功するかどうか，それほ経験豊富な教師に

帰せられる所である。到底実現不可能な場合ほ，イメージづくりを止めさせねばならない。しか

し，可能性ほあるが，実現までにほかなりの難しさがともなったり，又，この生徒の能力でほ無

理の場合にほ，教師ほそれに対し助言をもって善導せねばならない。イメージが固まり，造形の

可能性を見い出した場合にほ，すく小に制作への指示を与えるのほ当然であるが，造形の可能性を

見い出しえない場合ほどうなるのであろうか。これほ又，テーマの提示の所蜜で，もう一度逆戻

りさせることからほじめねばならない。再びほじめのテーマに戻り，テーマについての理解から

ほじめ，又，以前とほちがった別の事例から出発し，イメージづくりをもう一度やらせてみるの

である。場合によってほ，二度，三度と同じ過程をふむ場合もあるが，このような生徒ほそれは

ど多くいるわけでほなく，教師の指導の限界を超えるものほ，それ程多くほない。造形へ進むこ

とが約束されたイメージづくりが終れば，あとほ－一気に制作に入って行くわけで，制作がほじま

れば，今度ほ，テクニックの進展に合わせるような指導に進むのであるが，これ以上ほ，このレ

ポートの題材から離れてゆくので，こゝでほのべないことにする。

今迄の経過を要約すれば，テーマに応じたイメ〃ジづくり（発想の促し）の最重要点ほ，その

テーーマに即した，あらゆる事例の深い理解にこそ，その根元があるという事と，そのイメージが，

造形に達し得ないような浅いイメージであれば，教師は何回でも，指導を元のテーマに戻しつゝ，

生徒のそのイメージに対する認識論的理解を深く深めつゝ，イメージづくりに挑戦させるという

ことである。

このレポートほ，私自身の教職経験のみに基づいたものであって，そこに思いちがいや欠落が

多々あることを考慮しつゝ，一つの参考意見として，拝読していたゞけれは幸甚である。

…
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造形教育における素材の模索 現場からの一提言 ′

工芸科 阿 部 守

今までになく生徒たちから造形教育が遠ざかってしまっている状況に際し，「造形教育におけ

る素材の模索」と題し，考えてみたい。

日頃，造形教育の現場で痛感させられることほ生徒たちがあまりにも道具を使いこなせないこ

とである。これは世間で言われている以上に深刻な状況のように思う。今まで，どの時代にあっ

ても人々の作り出すものにほ道具が伴って成されて来たのである。しかし，今の生徒たちは使え

ない。彼らほ，これからどのようにして身のまわりの物を造ったり，修繕したりするのであろう

か，非常に危惧される。よくあることを例に挙げると，ほさみ額，特に金切りばさみは全くと言

ってよいはど使えない。0．8ミリ厚の鋼板を切れない生徒がほとんどである。また，糸のこの歯

を正確に取り付けられない生徒も多い。「切れない」と言っているので見てみると歯の方向が逆

であったりする。さらに頻繁に棒やすりが折られてしまう。脆い鋳物であるやすりをたたくのに

用いてしまうために破損し，使いものにならなくしてしまう有様である。経験不足で分らないと

ほ言え，われわれが常識と思っていることが全く通用せず，想像しがたいことがよく起こるのが

現場の実状である。共同の道具が仕事の前と後でほ雲泥の差で痛みがひどいのである。

また，最近でほはとんどの学校が以前に比べ汚れており，落胆することがよくある。それにあ

いまって授業の準備，後片付け等のあたり前の習慣も生徒たちからほ消え失せつつある。そこに

ほ自分たちの物，先人から受け継いだ物，他の人が再び使う物といった共有の意識がなく，自分

の出した肖りりくず或いぼ，食べくずですらそのまま放置して去ってしまうという体である。生活

面における生徒たちの幼児化現象ほ年毎に進行している。一体，この現象ほどこから釆ているの

であろうか。

このように決して楽観できない現状の中にあって，さらに様々なものが総べてに渡って均一化

されつつある。造形教育における教材について見ても画一化された材料，画一化された大きさが，

あらかじめ用意されており，その中での製作となっている。そこからほ材料が自然界から提供さ

れている，と言ったことほ見えにくくなっている。年々この均一化された教材が多くなっている

わけであるが，生徒たちの生活環境自体が材料を自分で持って来られるような状態にないのが大

きな原因でもあろう。果して，そのような生活環境を豊かと言えるであろうか。

この状況にあって造形教育を考えてみると，生徒自身が自分達のおかれている現状を的確に判

断し，自覚できる方向へ持って行くことが，今，最も表現教育＝造形教育における大きな素材で
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あると認識するのである。この大きな素材から彼らのそれぞれの展開が始まるのであろう。受け

身の価値感でほなく，積極的に自身の社会に向かう姿勢を目覚めさせるのが教育の重要な役割で

あり，造形教育もまさにその役割の一端を担うものでなければならないであろう。でほ一体どう

すれば積極的な意識を目覚めさせる造形教育が可能となるのであろうか。

この問題ほどう現状を認識するか，どのような方向が良い状態なのか，という具合にそれぞれ

の立場によって意見が別れるところであろう。ここでほ筆者自身が現場の教壇に立つものとして

考えている造形教育への現実的な試論を述べることにする。次の5つのことを提案したいと思う。

1．視覚のみでほなく五感に訴える造形教育。2．伝統を踏まえた造形教育。3．自然を踏まえた造

形教育。4．授業の題材を同一のものでほなしに個々のテーマに基づいた課題の設定とする造形

教育。5．成績評価を数値で表わさない造形教育。

それぞれについて述べると，1．「視覚のみでほなく五感に訴える造形教育」一今までの造形

教育の流れを鑑みると，その中心にほ常に視覚中心の絵画が挙げられているわけである。その流

れほ未だ変わってはいない。しかし，彫刻が本来，触覚に訴える造形分野であり，デザインにお

いても使う機能を重視する，視覚と触覚に根ざした領域があるわけであり，視覚だけでほなく触

覚をも，より取り上げることが必要であろう。他の聴覚，味覚，嗅覚ほ造形教育においてほ関係

が薄いのであるが，現在の多様な芸術の動きの中でほサウンドスカルプチャーや臭い地図などに

見られるように徐々に開拓されている。

造形二視覚という図式は今日の莫術状況においてほもほや一面的であり，触れること，その場

に身を置くこと等が重要な要素となっている。前述のように古代から彫刻ほ触れられる造形分野

であった。一方，造形教育の場では，木，金属，土；プラスチックなどの実材と一体となって，

からだで取り組む制作，単に平面に形を追うだけでほなく，汗をかいて行なう制作の場を設定す

る造形教育の広がりが一層必要でほないであろうか。材料も出来るだけ加工を施していない，そ

の材料の成りr立ちが感知できるような状態のものを生徒たちに与えることが，より五感に訴える

ものとなることであろう。

2．「伝統を踏まえた造形教育」一極めて抽象的なことであるが，生徒たちに現在だけの価値

感で社会を見るのでほなく，綿々とした伝統（人々の手で築き上げられて釆たことの意）の上に

われわれの生があることを意識できるような造形教育である。世界或いほ日本の伝統を冷静に見

ることにより，自分の在り方を深く考え，そこから自己の表現を導かせることが大切である。

3．「自然を踏まえた造形教育」一大地に根ざし，自然の雄大さを認識し，自然の中の自分を

考え，自然から大いに教えられうることを可能に出来る造形教育を展開しなければならない。自

然から遊離した表現活動ほないと言ってもよいはどわれわれの表現は自然に根ざしている。潤い

を与えてくれる自然を感受しうる心をほく小くむことが造形教育にとって大きなポイントであるこ

とほ間違いない。自然から形態，色等を学びとる題材の設定は現在の生徒たちにとって極めて大

切なことであると考える。

4．「授業の題材を同一のものでほなしに個々のテーマに基づいた課題の設定とする造形教育」
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≠生徒たちほあまりにも受け身でありすぎる。言わば自分を解放して展開しなければならない

美術，工芸等の授業において，生徒たちほ自分を素直に出すことを忘れてほいないであろうか。

その原因の一つに他の教科と同様な一斉授業の形が取り入れられていることにあるような気がす

る。講義を聞いて受け止める授業と違い，それぞれの表現の欲求から作品を展開するべきである。

与えられた課題を与えられた表現形式に基づき，枠の中でしか消化しきれないような表現活動の

展開ほ苦痛を増すものである。設備その他の限られた条件のもとで造形教育の個別授業の展開は

なかなか困難を伴う問題であるが，生徒の主体的な表現を考える場合，よりクローズアップされ

なければならぬ問題である。

5．「成績評価を数値で表わさない造形教育…」wこれほ学期末毎に悩む問題である。生徒個々

の立場からのそれぞれの表現に対し，どこまで教師が客観的にそれぞれの評価ができるのであろ

うか。さらにそれを点数化することの不明快さほ造形教育にたずさぁる老ならば一度ほ悩む経験

を持つ問題であろう。苦肉の策として，投出物の期限や出席状況などを拠り所にやっと評価を出

しているのが筆者の状態である。それぞれの自己の解放が表現の基本にあるだけに，やぼり評価

の数値による表わし方ほ無理のような気でするのである。満足した作品を成し得た時の彼らの表

情を見るにつけ，点数化の不条理を解消したい思いにかられるのである。

学校教育の中での造形教育の位置が今こそ高められなければと思いながらも昨今の状況ほ残念

ながら停滞している。「造る」ことから生徒たちがどんどん去って行ってしまうような淋しさを

覚えるのほ考え過ぎであろうか。限られた枚数の中で思っていることの何分の一も書けないこと

への歯痺さを感じつつ拙文を終えます。

～
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表現活動における素材についての考察

計 良 裕

授業計画を立てる内で，教師ほどんな素材をどのように生徒に手渡して，書道芸術への理解を

深めさせようかと思い悩む。素材の選択如何によって，授業が生徒の活気に満ちてくる場合もあ

り，またその道の単に知識伝達の意味しか持たぬ沈静化した，授業消化的なものにもなろう。生

徒の状軌授業時間の制約，単元自体の種々の特徴などが考えられるが，素材をどのような考え

のもとに扱ってゆ桝ま，あるいほどのような素材を扱えば，より良き普通の授業が期待できるの

か，を考えてみたい。

一さてこの「熟臥」という語であるが，どのような場合における素材を考えてゆけば良いのか。

広義に考えるなら，書道という芸術に対して例えば，楷書，行書といった書体もまた素材でほあ

ろう。授業においてほそれほ単元にもなる訳であるが，授業の内で，どのような単元を設定すれ

は良いか，の是非についてほ，この稿でほ考えないでおこうと思う。一般的に考えるなら苫作品

を創る場合の題材ということになろう。どんな語句を書くのか。それが喜作品における素材とい

う問題で最も考えやすく，また重要でもあろう。しかし題材とは単に語句だけを指すものでほな

い。それは形式を指したり，あるいぼ用具用材を指すこともあるのではなかろうか。

素材というものを，どのような形で捉えるのか。作品を仕上げる過程という向から考えると次

のような場合が想定される。

1．臨書表現における素材

2．臨書と創作を関連づけた素材

3．創作表現における素材

4．鑑賞における素材

5．素材としての用具用材

これらの項目ほ，もちろん各種の書体によって， またそれなりの素材に対する条件が出てくる

ものと思う。（尚，この稿でほ紙数の都合で4，5についてほ割愛させていただきます。）

書道ほ他の芸術との遠いとして，文字を扱うという特徴を持つ。文字は人為であるがために単

に個人の能力世界だけで社会性を持つものにほ至らない。それほ文字の記号件，伝達性のみでは

なく，文字を芙的に書くということも同様である。過去の莫的遺産を眺めることの内から更に高

い芙の世界を培い養い，そして創造するという芸術教育方法が取られる。それほ他の芸術にとっ

ての自然を相手にするということと同義であると考える。書道でほその行為が，臨書という行為

から始まるといえよう。

1．臨書表現における素材仙臨書課題にとっての条件とほ何であろうか。これは普通，授業の
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内では教科書が使われている故に，改めて素材として考えにくいとも思われる。しかしこれも又

生徒に書道を理解させる上で，その取り扱いの如何で随分違った結果が予想されるものであろう。

川芙の普遍性を有すること。（ロ）文字に対する正しい認識を培えること。い芸術を理解

する為に適切なものであること。

これらの条件ほ通常，古典という語の内容と一致するものであるが，（ロ）ほ高校の授業において

ほ重きを置かねばならぬものであろう。更に考えるなら，

（こ）あまり現実離れせずに，生徒が書きたいという興味を誘うもの。（叫できれば文意が解釈

できるもの。

これらほ笈書の場合などでほ少し反する条件となろうが，段階に応ずることにより解消されよ

う。

2．臨書と創作とを関連づけた素材叩これほ創作表現との関連を考えての臨書における素材と

いうことである。ここで条件として考えねばならぬことほ，

（イ）臨書の素材が単に臨書のためだ桝こあるのでほなしに，一つの創作作品として書かれたも

のであることを理解させること。またそれに適する素材を選ぶこと。これほ風信帖などほ，その

格好の例といえよう。

（ロ）創作表現におけるテーマ，目標等が臨書素材の内で明快に捉えることができ，参考となり

得るもの。これほ創作表現において，空間性であるとか，一貫性，リズム感等のテーマに沿った

臨書素材の用意ということである。

あくまでも臨書という行為が，書道にとっての作品製作の場でほなく，それを基盤にしての作

品創造に至らせたい訳であるが，その為にも臨書段階において創造参考となり得るような素材を

選択すべきであり，また多角的に物を生徒に観させてゆくべきであろう。

形式軒とついても，創作指導の段階で新たに示し与えることもあろうが，関連を考えるなら，臨

書段階で創作表現での形式が設計できるように配慮することが必要であろう。例えば横形式の作

品に結びつける場合，臨書段階でほ特別の配慮をして指導することが必要である。

語句についても，創作段階で生徒に安易な語句を選ばせないために，臨書素材の語句説明の段

階で書表現に，より適する語句を選択できるようしむける配慮が必要であろう。そのためにほ語

句の持つ意味の深さ，あるいほさらに害者がその語句を書いたことの意味までが説明できれば，

非常に効果的なものとなるであろう。

3．創作表現における素材一創作という語を今までにも文章の内で使用してきたが，授業の内

で本来の意味での創作というものが可能であろうか。唯一無二の精神と肉体を持つ作者が，自身

の力によって作品を創り上げる行為という意と解せようが，授業の内でこれを考えるなら教師な

ど必要なく，矛盾が生まれることになる。そこでこの語を授業において使う場合にほ臨書表現と

いう概念に対してのもの，ということであろう。それは臨書素材を横に置いて，美を汲み取るが

ため，苔表現技術を養うがために書くという追体験行為に対して，横に置いて視るということを

排し，臨書で培った表現技術を以て自身の記憶であるとか，工夫。創意というものを基に書く，
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という行為を指しているものであろう。そして創作表現の形態ほ実にさまぎまなものが考えられ

るだ桝こ，教師の適切な素材への配慮が必要とされる。

創作表現の素材として，語句，形乱用具用材の三つが考えられる。そしてまたそれらを，

（イ）教師が用意してやる場合，と（ロ）生徒に自主的に模索選択きせる場合とがあろう。

（イ）についてほ，段階的な必要として教師の側で適する素材を選び，その内での生徒の選択と

いう方法である。この場合にも，素材の限定ということは警戒したはうが良いであろう。限定す

ることほ生徒の考える余地を奪い，内的な感動性，という芸術の芽ともいうべきものを押さえこ

み，排除する志向を持つものになろう。教師の側で場合によってほ全てを用意して，生徒にその

材料を単純に組みたてさせたい，という欲求はあろうが，それほ作業としての芸術行為に過ぎず，

生徒の創意工夫ほ何ら生かされないものになるのである。

（ロ）についてほ，生徒の能力程度，授業の熟度などにより仲々難しいことでほあろうが，創作

表現の場合にほ，生徒の自主性を尊重し，先ず生徒に種々の製作の可能性を考えさせ，その上で

教師との検討を重ねる，という方向が望ましいのでほないだろうか。形式を考えさせることほ，

生徒に作品がどのような場所で，どのように親られるかを考えさせることになり，また用具用材

は，表現手段の吟味が作品の姿を成り立たせるに大きな因子となることに，注意を向かわしめる

であろう。そして語句という素材である。

先にも述べたように，文字を扱うという枠組みを書道ほ持つ訳であるが，それは単に文字を莫

しく書桝ま足りるという意味には止まらない。文字ほ連なりて言語となり，そして意味を持つ

（漢字は一字の段階で意味を持つ）。書表現というものほ，書写的なる美と言語的なる美が相ま

ったものとしての意味を持つ。そしてそれらほまた，如何なる個性との緊張関係を保ちながら表

出されるものであるか，ということが芸術として重要なことであろう。単なる書写の材料として

語句があるのでほなしに，自己表現の一つとして個性との密接なつながりを持ったものとして，

語句があることに気付かせたい。ただ語句と一口にいっても，その内にほ現代文もあれば古文も

あり，漢文もあるわけで，そのどれをも生徒自身に作らせる訳にはゆかないが，和歌や俳句，詩

文等については生徒に作らせ，それを素材として苦衷現に向かわしめることは可能であろう。漢

文等についても，作らせる訳には仲々ゆかないが，自身の読書の内で感動を覚えた語句を，捜索

選択させる方法があろう。しかし生徒の自主性を重んずるとほいえ，そこでは教師が創作過程に

ついて適切に順序立ててやることが必要である。

語句と作者との密接なつながり，ということほ苦衷現にとっての大きなエネルギw源と考える

し，また書道における近，現代というものもこの辺りから始まるのでほなかろうか。それほまた

語句だけでほなしに，素材ということの基部に大きく横たわっている課題であろう。素材を生徒

にとっての単なる外的な製作の要因に留めず，内的感動と結びつけていこうとすることで授業は

生きたものになろうし，また芸術を捉える限を養ってゆくものであろうと思う。
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表現活動におシナる素材の模索

技◎家科 岡 村 彰

実技的，実践的学習を行なう本教科でほ，総ての領域とほいえないが，多くの領域の学習でほ

製作がともなうわけである。指導要領の改訂によって，現在ほ，中学1年，2年でほ週2時間，

中学3年で3時間となっていて，改訂前より2時間減少したはかりでなく，男子生徒にも家庭系

列（女子向きの領域）を一つ以上学習さすようになった。このような事情でそれまでほ自由製作

させていた学校でも，時間数などのこともあり教師の指導で個々の生徒に皆同じものを製作させ

ているケースが多いようである。しかし，本教科の最終目標ほ，“工夫し，創造する能力および

実践的態度を育てるカ ということから考えて教科書などに出ている製作例をそのまゝ生徒に製作

さすのほ，指導する点からみれほ容易であろうが，生徒が各自工夫し，創造するという点からみ

ると好ましいとはいえないと思う。

このような観点から本校では，現在も自由製作をさせている，もっとも生徒に自由奔放に製作

させているのでほなく，使用する材料の材質，最ほ指定をし，生徒にほそれらの条件の中で何を

製作するかを考えさせる。場合によってほ，製作するものほ教師で決め，細かいケ所の形状，寸

法を生徒に考えさす方法をとっている。

木材加工でほ，製作するものを決めるにあたって，生徒もしくほ家族の人が実際に利用できる

ものを作らすように指導し，作るものが決ったら構想をねらせて，大きさ，形のちがったものの

アイデュアスケッチを幾つか書かせ，その中から最も好ましいものを製作させる。しかし，中学

生なので，生徒にもよるがなかなか考えがまとまらないケースもある。このような場合ほ，教科

書などに出ている例をそのまゝでなく，どこかに工夫をもりこんだものを作らすようしている。

完成したものを家に持ち帰り使f目することを考えるとき，家庭環境ほ個々の生徒によって異なる

わけで，同一の状態の家庭ほ二つとあろうほずがなく，使′鞘目的，置き場所などを考慮して寸法

などをきめることになる。けれども所詮ほ中学生なので独創的なものを考えつくことは簡単にほ

あり得ない。ときにほ感心する着想に接することもあるが，その殆どほ既成のものからのアレン

ジである。生活経験に乏しく，多くの教科でほ受動的な学習をしている生徒が簡単に発想し得る

ものでないのほ当然であろう。ある既成のものをそのまゝでなく，アレンジしているのであれば

創造の萌芽といってよいのでほなかろうか。

何を作るかを思考させ，製作段階に入る前に図面をかかせるが，構想図の段階で個別指導を行

ない，不都合な場合にほ構想を修正，変更さすことになる。即ち，1．加工法から考えて組立て

（製作）できないとき。2．構造的に弱く，こわれ易いとき。3．技術的に加工が大変にむずかしい

とき。4．デザインを変えた方がよいと思われるときなどで，教師として大変に大切な役割りをも
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つときといえよう。これらの状態の内容について少し述べてみることにする。

製作に入る前に紙，バルサ，マッチ棒などを用いて模型を作らせ，よく検討させる過程があれ

ば，気付くケwスが多いであろうが，現在ほ時間数のこともあって模型ほ作らせていないために

数的にほ差程多くないが，構想を変更させるのがよい生徒がいることがある。

ま．接着剤だけで組立てるのならば製作可能であるが，接着剤と釘とで組立てるのほ不可能な

場合があり，このようなときほ部品と部品の接合法をよく考え，構想を部分的に変更し組立てで

きるようにさせる。

2．金属，プラスチックにほ方向性ほないが，木材にほ方向性があることほ構想をねらすとき

すでむこ材料研究の段階で学習ずみである。しかし，木目の方向を無視して製作することが考えら

れるケースもあるし，部品の形から部分的に大変に弱く壊れ易いときなど，考え直させることが

必要である。

3．製作するのが不可能というわけではないが，経験に乏しく技術的にみても未熟な中学生に

とってほたいへんむずかしいと考えられる場合である。具体例をま．2あげると，本立てを作る

とき底板を少々上げて下に引き出しを付けるように考案したケース。生徒にしてみれば引き出し

のような箱状のものを作るのほ，たやすいことと思うであろうが，実際にほ紳二仁するのがなかな

かむずかしい。製作できるとしても比較的簡単な構造の作品を作る他の多くの生徒と比べると，

同じ授業時数の中でほ作業能率の点からも無理なことである。また，6角柱あるいぼ8角柱状の

花器のようなものを考案したケース。これも製作が不可能でほないにしても，中学生が教科の授

業で製作するのほ不可能といってよいであろう。このような場合ほ個人的によく話合い，全面的

に作るものを変更するよう指導しなければならないと思う。

4．デザイソほ主観できめるものであり，生徒にしてみればよいと思って形をきめたわけであ

る。しかし，要約感覚が高くない生徒が考えたものほ，時として教師の立場からみるとデザイン

を変えた方がよいと思われることがある。場合によっては，既成のものなどを例にあげて形を変

えさすのがよいと考える。

何れの場合も生徒が考案してきめたものなので，助言を与えてもすぐにほ考えを変えないこと

もあるが，経験豊富な教師の指導にかかっているといってよいであろう。

以上のように生徒に考案させると，既成の作品をアレンジしてデザインもかなり良いと思われ

るものを着想することもあるが，既成のものより見劣りすることが多い。市販され商品となって

いるもの，教科書その他の図書に出ているものほ，経験豊富な大人，専門家によって考えられた

ものなので，よりすく小れているのは趣く当然のことである。しかし，生徒に考えさすことによっ

て少しでも創意工夫することを経験させ，ものを作るにあたってほ考案，設計→製図→製作とい

う過程を経て作品を完成させることを身につけさせたいと考えて指導している。このような観点

からなるべく生徒の考案したものを尊薮し，製作させるようにしている。生徒に考えさせ，製作

させることは，考案，製図の段階で大変苦労もするであろうが，画一的なものを作らせるよりも

製作にとり組む意欲がより出るのでほないかと思われる。本来，人にほものを作るということに
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個人差，程度の差はあっても関心ほもっているといってよいと思う。しかし，何の不自由も感じ

ないような日常生活を送っている現在のわれわれの生活環境を考えると，製作学習に関心を示さ

ない生徒もいることを知っておく必要もあろう。

なお，音楽，美術ほ中学にも高校にもあり，中学の書写ほ国語の中に含まれていて高校でほ書

道と科目名ほ変るが，指導内容は中学の学習の発展とみてよく，中学から高校へと続いているが，

本教科ほ中学だけにしかない。しかし，強いていえば全ての領域でほないにしても，木材加二L，

金属加工などほ高校の工芸で学習指導する内容であるから，本校でほ高校芸術科のうち工芸と関

連づけるように配慮して指導している。

このレポートほ，教科の中のいくつかの領域のうちテーマに即した表現活動に関係する領域

（特に木材加工について）を対象に，今までの経験，実状をもとに感じたまゝまとめたもので，

かた寄った見方をしている面もあるかと思いますので，参考意見としてお読みいただければ幸甚

です。
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